
第 2 回 

日光白根山火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会 

議事概要 

 

 

 

１．日時 令和元年９月１１日（火）１４：００～１６：００ 

２．場所 片品村役場 

３．出席者 

【委員長】 執印康裕（宇都宮大学 教授） 

【学識委員】中村洋一（宇都宮大学 名誉教授） 

別紙のとおり 

 

４．議事概要 

【前回委員会での決定事項、および指摘と対応】 

・前回委員会での指摘および対応を確認した 

 

【基本事項及び基本方針の確認】 

・対策のタイミングや対策個所の考え方を確認した。 

 

【対策方針】 

・ハード対策は基本対策がベースであり、それに対して緊急対策を補足として位置付け

る。 

・ソフト対策はすべての現象を対象とするが、実際に起こった現象や位置を迅速に把握

することが重要である。 

 

【基本対策】 

・今後県や他部局と調整をしながら具体的な検討を進めていく。 

・小川游砂地の位置や実現性については、現地の状況を踏まえて今後検討すること。 

・噴火に備えて平常時から行う基本対策と、火山活動状況に応じて実施する緊急対策と

の切り分けについて考え方を次回にしめす。 

・現在実施している通常の降雨対応の未整備分と、火山噴火対応としての基本対策の追

加分との関連性について再度整理する。 

 

【火山噴火時の緊急調査】 

・土砂災害防止法の要件である１０度以上の範囲や保全対象など、具体的な渓流ごとの



カルテを次回委員会でしめす。 

 

【緊急ソフト対策】 

・リアルタイムハザードマップと降灰予測などを組み合わせ、噴火時にどのような状況

であり、想定範囲はどこまでなのかを把握することが重要である。 

・気象庁が東小川に監視カメラを今年度中に設置する予定である。 

 

【緊急ハード対策】 

・光徳沢での游砂地の実現性について再度整理が必要である。 

・限られた時間や機材で実施するため、実施の優先度についてあらかじめ検討しておく

ことが必要である。 

・基本対策との切り分け、どの程度まで緊急対策で対応するのか考え方についても次回

委員会で示す。 

 

【今後の予定】 

・次回委員会は年内に開催する予定である。 

 

 

 


